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＜目的＞ＰＶ、ＴＢＡ等脂質の酸化度を測定する実験では、食品からの抽出方法として
Folch またはBligh-Dyer 法が多用されているが、クロロホルム、メタノール混液で抽出

するこれらの方法は、組織を強力に破壊するため抽出時に脂質が種々の物質と接触し、酸
化を受ける可能性が高い。本実験では、数種の食品からCM 抽出した脂質について、PV化を受ける可能性が高い。本実験では、数種の食品からCM 抽出した脂質について、PV

、ＴＢＡ値、Ｔ ＯＣ量を測定し、抗酸化剤添加と無添加抽出間の有意差を検定した。さら
に、抽出時に添加する抗酸化剤の量とその効果、抽出操作中の脂質の経時的変化、抽出時

の酸化に関与する要因について検討した。＜方法＞Ａ．牛肉、アジ、煮大豆、乾燥卵黄に

ＢＨＴを組織重量に対してO ～0.5  % 添加し、Folch  法に準じてCM 抽出しＰＶ、TBA

、ＴＯＣ量について測定した　B. アジ血合肉にＢＨＴ、ピロガロ ールを添加して抽出し

、ＴＯＣ残存率を測定した。c. アジ血合肉よりCM 抽出した脂質の経時的変化を測定し

た。D. 大ai 由にヘマチン化合物を添加し、lh 後のＴＯＣ量を讃II定した。また塩化第二

鉄とプロトポルフ■iリンについて、種々条件での比鮫を行なった。＜結果＞A. 牛肉、ア
ジでは、ＢＨＴ無添加では添加より１～5 ％の危険率で有意にＰＶ、ＴＢＡ値は上昇し、

ＴＯＣ量は減少した。B. アジ血合肉ではピロガロール0.5  % の添加でＴＯＣの減少はほ
ぽ完全に抑えられた。C.   BHT 無添加で抽出した場合、抽出直後からＴ ＯＣの減少がみ

られ、抽出2h 後で約50 ％の減少があり、このＴＯＣの減少にともなってＰＶ，ＴＢＡ値

も上昇した。Ｄ．ミオグロビン、ヘモグロビン、ヘマチン、プロトポルフィリン、塩化第
二鉄のいずれにも酸化促進作用が認められた力iその効果は抽出条件によって異なった。


